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「道の駅すずなり」の男性トイレ。この後、使用禁止になった（2024 年 1月 14日、珠洲市で撮影）
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　発災から4カ月が経った現在も仮設トイレに頼らざるを得ない地域や避難所が存在している。断

水は少しずつ解消しているが、4月1日時点で7800戸余りが断水しており、通水地域であっても支

線や敷地内の配管が損傷していたり、下水管の復旧が遅れているところでは基本的にトイレ使用が

制限されている。上下水道局だけでなく水道工事業者も全国各地から応援に来ているが、依頼件数

が多いために対応が追いつかず、液状化によって合併浄化槽が浮き上がる被害も起きている。

　発災からしばらくは仮設トイレの絶対数が足らず、使えないと分かっていながらも公共トイレを

利用する人が後を絶たなかった。管理者は詰まった便器を放置するしかなく、出入口を封鎖するな

どの対応策しかできていなかった。当時は落ち着いて用を足せるトイレが本当に少なかった。

　1月中旬、珠洲市で活動する派遣医師に避難所の様子を尋ねると「劣悪な環境」との評価が返っ

てきたことがあった。発災直後の避難所は寝泊りする場所も土足が当たり前で、トイレを利用した

靴で居住空間を歩きまわるような状況だった。感染症のリスクが高いだけでなく、トイレへ行くの

を我慢する人もおり、身体の不調を訴える人も少なくなかったという。必要最低限のトイレ環境は

住民の心と身体の健康を保つためにも必要で、災害だからといって疎かにできない問題なのだ。

　仮設トイレの設置数が増えるに従い、不十分ながらも状況が改善されていった。全国から被災地

に派遣された移動トイレカーやトイレトレーラーの存在も大きかった。これらトイレカーは所有自

治体の広報や宣伝にもなっており、見かけるたびに頼もしく思えた。災害がない時はイベントでも

活躍するトイレカー。導入する自治体や企業が増えることを期待している。
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